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平成30 年
第 4 回定例会

平成２９年度一般会計歳入歳出決算など１０決算議案を認定
川越駅西口歩行者用デッキ延伸工事請負契約を可決

定例会の経過

川越市マスコットキャラクター ときも川越市マスコットキャラクター ときも

平成 29年度川越まつり写真コンクール　川越市議会議長賞受賞作品
「まつりの華」　撮影：木村達弥氏

＜8月＞	
３1日　�議案１件　人事案件２件…

採決　議案２１件上程…
報告３件　市政報告

＜9月＞	
　3日　市政報告　提案理由説明
　5日　議案質疑
　6日　議案質疑
１1日　一般質問
１2日　�一般質問
１3日　�一般質問
１4日　�一般質問

１8日　�一般質問
１9日　�一般質問
２0日　４常任委員会
２1日　常任委員会
２5日　特別委員会
２6日　２特別委員会
２7日　特別委員会
２8日　�請願２件　議案２１件…

人事案件３件…
意見書２件　採決

平成 30 年 10 月 25 日発行
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　年度開始後の状況変化等を踏まえ、必要な経費を
追加・増額するとともに、水害対策関連事業を計上。
　　補正予算額　　　　　３億５１８３万８千円
　　（補正後予算額　１１３８億３７０１万３千円）

【主な内容】
○水害対策関連事業� ５４０万円
　監視カメラの画像を市ホームページで公開するとと
もに、江川流域都市下水路について増水時における排
水作業のための環境整備を行います。
○道路維持補修関連事業� ７８７０万円
　市道の安全確保と道路環境の改善を図るため、必
要な経費を増額します。　　　　　
○蔵造り資料館耐震化事業〔継続費の補正〕
　耐震化工事の過程において建物の柱、はり等に多く
の腐朽が発見され、その復元修理に伴い工期の延長
等を要するため、継続費の変更を行います。
・期間　補正前：平成２８～３０年度の３年間
　　　　補正後：平成２８～３２年度の５年間
・総額　補正前：１億９６００万円
　　　　補正後：３億　６００万円
※�「継続費」とは、履行に複数年度を要する事業について経

費の総額および各年度の年割額を定めておくものです。

○英語指導助手派遣業務〔債務負担行為の補正〕
　小・中学校等に英語指導助手を計画的に配置する
ため、債務負担行為として限度額を 1 億９０００万
円、期間を平成３０年度から平成３３年度までと設
定します。
※�「債務負担行為」とは、次年度以降の支出について、あら

かじめその内容を予算の一部として定めておくものです。

○改正の趣旨
　医療費助成金の支給対象の見直しを行うため、川
越市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部
を改正しようとするものです。
○改正の内容
　医療費助成金の支給の対象となる者のうち、前年
の所得が一定の金額を超えたものに対しては、医療
費助成金を支給しないこととするとともに、その他
所要の規定の整備をしようとするものです。
○施行期日
　平成３１年１月１日としようとするものです。

平
成
30
年
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
保

健
福
祉
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
議
案

第
97
号
に
対
し
、
次
の
と
お
り
附
帯
決

議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
97
号
　
平
成
30
年
度
川
越
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の

所
管
部
分
に
関
す
る
附
帯
決
議
　

　
私
立
幼
稚
園
へ
補
助
金
を
助
成
し
よ

う
と
す
る
補
正
予
算
に
対
し
、
本
委
員

会
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論

が
あ
り
、
予
算
編
成
時
の
交
付
金
算
定

上
の
市
の
誤
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
同
補
助
金
、
交
付
金
の
予
算

上
程
時
に
は
な
か
っ
た
事
業
者
に
関
す

る
報
道
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
い
て
は
、
算
定
上
の
ミ
ス
の
再
発

防
止
と
議
会
へ
の
速
や
か
な
報
告
を
求

め
る
と
と
も
に
、
多
額
の
補
助
金
の
受

け
手
で
あ
る
事
業
者
に
適
切
な
認
定
こ

ど
も
園
の
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
市

の
指
導
監
督
を
求
め
る
。

　
右
、
決
議
す
る
。

　
　
平
成
30
年
９
月
21
日
　

　
　
　
川
越
市
議
会

　
　
　
　
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
委
員
会
に
お
け
る
附
帯
決
議
と
は
、

審
査
対
象
で
あ
る
議
案
を
議
決
す
る
に

当
た
り
、
付
随
的
に
付
け
る
意
見
ま
た

は
要
望
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
附
帯
決

議
に
よ
り
、
委
員
会
の
意
思
を
表
明
し

ま
す
が
、
法
的
な
拘
束
力
を
有
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２７件の市長提出議案を審議しました。
各議案への質疑については、４～７ページ
を、討論は、７～８ページをご覧ください。
採決の結果は３ページの議決結果一覧表を
ご覧ください。

市
長
提
出
議
案

一般会計補正予算

重 度 心 身 障 害 者 医 療 費 支 給
に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正
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●全員一致で可決した議案
議案番号 議　　案　　名 議案番号 議　　案　　名

議案 76 川越市債権管理条例 議案 88 平成２９年度川越市公共下水道事業会計決算認定

同意 4 農業委員会委員の任命につき同意を求めること
〈渋谷武 氏〉 議案 89 町の区域を新たに画すること（町名地番整理）

同意 5 農業委員会委員の任命につき同意を求めること
〈新井喜一 氏〉 議案 90 川越市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例

請願 2 精神障害者の交通運賃割引を求める請願書 議案 91 川越市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案 77 平成２９年度川越市水道事業の利益の処分 議案 92 川越市保育所設置及び管理条例の一部を改正する条例

議案 78 平成２９年度川越市公共下水道事業の利益の処分 議案 94 川越市建築基準法関係手数料条例の一部を改正する
条例

議案 81 平成２９年度川越市後期高齢者医療事業特別会計歳入
歳出決算認定 議案 95 川越駅西口歩行者用デッキ延伸工事請負契約

議案 82 平成２９年度川越市歯科診療事業特別会計歳入歳出決
算認定 議案 96 川越市道路線の認定（開発行為）

議案 84 平成２９年度川越市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特
別会計歳入歳出決算認定 同意 ６ 公平委員会委員の選任につき同意を求めること

〈清水昇 氏〉

議案 85 平成２９年度川越市川越駅東口公共地下駐車場事業特
別会計歳入歳出決算認定 意見 ２ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

〈嶋崎拓男 氏〉

議案 86 平成２９年度川越市農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算認定 意見 ３ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

〈栗原純一 氏〉

議案 87 平成２９年度川越市水道事業会計決算認定 意見書 2 精神障害者の交通運賃割引に関する意見書

＊議長は採決に加わっておりません　　　＊欠席…２人（議案７６、同意４、同意５は１人）						   
＊同意５は、議案に関係する議員１人は、採決に加わっておりません。

議案議決結果一覧表

●お知らせ●
　８月１日付で会派名称届が提出され、「立憲・民進党議員団」
が「立憲・国民議員団」に名称を変更しました。

●賛否が分かれた議案� 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

議　 案
番　 号

議　　案　　名
議　決 
結　果

会派等の賛否
自
由
民
主
党

公
明
党

日
本
共
産
党

や
ま
ぶ
き
会

政
晴
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

立
憲
・
国
民

無
所
属
の
会

10 人 6 人 5 人 ５人 3 人 ３人 ２人 ２人

請願 3 老朽化した（通称）東海第 2 原発の運転期間延長させないことを
国に求める請願書 不 採 択 × ※１ ○ × ○ ○ ※２ ×

議案 79 平成２９年度川越市一般会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ × ○ ○ ※３ ○ ○

議案 80 平成２９年度川越市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 83 平成２９年度川越市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 93 川越市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する
条例 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ※４ ○ ○

議案 97 平成３０年度川越市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○

意見書 1 老朽化した（通称）東海第 2 原発の運転期間延長をさせないこと
を求める意見書 否　　決 × ※１ ○ × ○ ○ ※２ ×

＊議長は採決に加わっておりません　　　＊欠席…２人
※１…賛成２人、退席４人　　　　　　 ※２…反対１人、退席１人　　　　　　 ※３…賛成１人、反対２人　　　　　　 ※４…賛成２人、反対１人
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20

本
会
議
に
お
け
る

議

　案

　質

　疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
図
書
館
等
で

11
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

本
会
議
に
お
け
る

　

議

案

質

疑

　
　
　
　
　
【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

問
単
年
度
収
支
が
前
年
度
の

赤
字
か
ら
黒
字
に
転
じ
た
要

因
は
何
か
。

答
景
気
回
復
の
影
響
等
で
市

税
収
入
が
堅
調
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
歳

入
総
額
が
前
年
度
よ
り
26
億

円
余
り
増
加
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

歳
出
総
額
の
増
加
分
は
約
13

億
円
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
29
年
度
実
質
収
支
額
が

平
成
28
年
度
の
金
額
を
約
13

億
円
上
回
り
、
差
引
額
で
あ

る
単
年
度
収
支
が
黒
字
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

問
扶
助
費
が
前
年
度
に
比
べ

増
加
し
た
主
な
要
因
は
何
か
。

答
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付

が
約
４
億
７
８
０
１
万
円
、

保
育
所
等
に
対
す
る
施
設
型

給
付
費
が
約
３
億
８
５
２
３

万
円
、
障
害
児
通
所
支
援
事

業
が
約
１
億
８
８
６
０
万
円

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
財
政
調
整
基
金
の
今
後
の

見
通
し
は
。

答
望
ま
し
い
残
高
を
50
億
円

以
上
と
し
て
い
る
が
、
今
年

度
末
の
残
高
見
込
み
を
踏
ま

え
る
と
、
そ
の
実
現
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
は
、
財
政
調
整
基
金

に
依
存
し
な
い
予
算
編
成
に

努
め
、
残
高
の
確
保
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
将
来
に
備
え
積
み
立
て
る

な
ど
、
身
の
丈
に
合
っ
た
財

政
運
営
が
必
要
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
は
。

答
福
祉
、
教
育
、
都
市
基
盤
、

産
業
、
環
境
、
市
民
生
活
な

ど
、
い
ず
れ
も
重
要
な
施
策

で
あ
り
、
充
実
に
努
め
た
い
。

た
だ
、
先
の
世
代
に
も
本
市

の
繁
栄
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

は
、
貴
重
な
収
入
の
中
で
の

施
策
の
充
実
と
、
そ
の
中
か

ら
将
来
に
向
け
て
蓄
え
、
持

続
可
能
な
都
市
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
川
合
市
政
３
期
目
初
年
度

に
編
成
さ
れ
た
予
算
に
対
す

る
決
算
と
し
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答
平
成
29
年
度
決
算
は
、
民

生
費
が
平
成
28
年
度
と
同
規

模
、
教
育
費
が
過
去
最
大
と

な
っ
た
点
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
民
生
費
で
は
、
民
間

保
育
所
整
備
を
推
進
し
１
７

０
名
の
定
員
増
を
図
り
、
障

害
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援

事
業
や
西
後
楽
会
館
耐
震
補

強
等
工
事
の
設
計
を
実
施
し

た
。
教
育
費
で
は
小
学
校
普

通
教
室
空
調
設
備
整
備
を
進

め
、
15
校
に
導
入
し
、
ま
た
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
菅
間
第

二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
開
始
し
た
。
他
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
あ
る
が
、

２
期
８
年
と
同
様
、
現
下
の

課
題
と
と
も
に
懸
案
事
項
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新

河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備
や
産

業
観
光
館
昭
和
蔵
改
修
事
業

な
ど
で
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
財
政
運
営
の
結
果
に
対
し

て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
公
債
費
や
市
債
残
高
が
増

加
傾
向
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
投
資
的
経
費
の
規
模

の
適
正
化
も
含
め
、
計
画
的

な
市
債
の
活
用
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
基
金
は
、
将
来

に
わ
た
る
健
全
な
財
政
運
営

を
担
保
す
る
た
め
、
計
画
的

な
積
み
立
て
を
行
い
た
い
。

問
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
生

じ
た
不
用
額
の
具
体
例
は
。

答
通
知
表
の
電
子
化
に
よ
る

印
刷
製
本
費
の
縮
減
、
委
託

の
一
部
を
職
員
が
実
施
し
た

こ
と
に
よ
る
委
託
料
の
縮
減
、

国
保
税
収
納
率
向
上
等
に
よ

る
特
別
会
計
繰
出
金
の
縮
減

で
あ
る
。

問
産
業
観
光
館
昭
和
蔵
改
修

事
業
に
よ
る
効
果
を
伺
う
。

答
テ
レ
ビ
、
雑
誌
、
新
聞
等

で
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
産

業
観
光
館
の
知
名
度
向
上
に

貢
献
し
た
。
明
治
蔵
と
大
正

蔵
の
売
り
上
げ
お
よ
び
利
用

人
数
も
前
年
よ
り
増
加
し
た
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
市
職
員
の
採
用
に
当
た
り
、

障
害
者
雇
用
に
向
け
た
市
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
川
越
市
障
害
者
支
援
計
画

に
お
い
て
、
市
職
員
の
障
害

者
雇
用
率
の
目
標
値
を
平
成

32
年
度
末
ま
で
に
２
・
９
％

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

障
害
者
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
、
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
計
画
的
に
障
害

者
の
採
用
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問
市
民
か
ら
多
く
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
生
活
道
路
整

備
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
。

答
安
全
安
心
な
道
路
環
境
の

実
現
の
た
め
、
多
く
の
児
童

生
徒
が
利
用
す
る
通
学
路
、

交
通
量
が
多
く
狭
あ
い
で
す

れ
違
い
困
難
な
多
く
の
住
宅

が
面
し
た
道
路
や
危
険
箇
所

な
ど
は
優
先
度
が
高
い
。
大

部
分
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

路
線
も
未
整
備
区
間
の
整
備

で
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
か

ら
優
先
度
が
高
い
と
考
え
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
平
成
29
年
度
の
市
民
の
く

ら
し
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
。

答
国
で
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

の
経
済
の
成
長
軌
道
を
実
感

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
平
成
29
年
度
の
個
人

市
民
税
は
前
年
度
に
比
べ
増

収
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

保
育
所
等
の
待
機
児
童
数
は

増
減
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

議
案
第
79
号

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
自
由
民
主
党
】【
政
晴
会
】

【
公
明
党
】【
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】
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年
度
は
２
１
９
８
人
、
43
・

８
％
、
平
成
29
年
度
は
２
５

２
９
人
、
49
・
３
％
と
な
っ

て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問
今
後
、
導
入
し
た
い
機
器

は
あ
る
か
。

答
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
高
額
な

機
器
は
耐
用
年
数
等
を
考
慮

し
、
計
画
的
に
更
新
し
て
い

き
た
い
。
更
新
の
際
に
は
、

患
者
の
体
に
な
る
べ
く
負
担

を
か
け
ず
、
よ
り
安
全
に
診

療
が
で
き
る
機
能
を
備
え
た

機
器
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。

問
ふ
れ
あ
い
歯
科
診
療
所
の

設
置
目
的
は
。

答
市
民
の
健
康
の
保
持
に
必

要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
障
害

者
へ
の
診
療
を
基
本
と
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

問
障
害
者
の
患
者
数
の
比
率

の
推
移
は
。

答
平
成
25
年
度
は
１
８
５
６

人
、
39
・
９
％
、
平
成
26
年

度
は
２
０
４
２
人
、
42
・
０

％
、
平
成
27
年
度
は
２
０
２

０
人
、
43
・
１
％
、
平
成
28

問
実
質
収
支
の
推
移
は
。

答
平
成
28
年
度
の
約
９
億
６

千
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
約

１
億
８
千
万
円
改
善
し
、
約

７
億
８
千
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
。

問
今
年
度
の
制
度
改
革
で
特

別
会
計
は
ど
う
変
わ
る
か
。

答
平
成
30
年
度
か
ら
の
財
政

運
営
の
都
道
府
県
化
に
よ
り
、

歳
入
の
国
庫
支
出
金
や
前
期

高
齢
者
交
付
金
、
歳
出
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納

付
金
な
ど
は
、
市
国
保
特
別

会
計
で
は
計
上
し
な
い
。
共

同
事
業
は
廃
止
と
な
っ
た
。

問
今
後
の
国
保
運
営
に
重
要

な
保
健
事
業
へ
の
考
え
は
。

高
齢
者
ひ
と
り
世
帯
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
課
題

が
散
見
さ
れ
た
。

問
市
長
公
約
だ
っ
た
学
校
給

食
の
無
料
化
の
検
討
状
況
は
。

答
市
単
独
で
は
厳
し
い
が
、

国
や
県
の
財
政
的
措
置
が
見

込
ま
れ
れ
ば
可
能
で
は
な
い

か
と
の
考
え
の
下
示
し
た
も

答
保
健
事
業
は
、
健
康
寿
命

の
延
伸
や
、
医
療
費
の
適
正

化
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
役

割
が
あ
る
。
今
後
は
、
特
定

健
診
の
啓
発
は
も
と
よ
り
、

保
健
指
導
が
必
要
な
対
象
者

を
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向

け
た
具
体
的
な
行
動
に
結
び

付
け
ら
れ
る
か
が
、
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

の
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
は

国
、
県
や
他
市
の
動
向
等
の

状
況
把
握
を
行
っ
た
。

問
平
成
29
年
度
に
お
い
て
、

廃
止
し
た
施
策
は
。

答
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
後

楽
会
館
を
平
成
30
年
度
末
に

廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
、
各
圏

域
へ
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
整
備
が
必
要
と
考
え
目
標

を
掲
げ
た
が
、
事
業
者
側
の

運
営
面
等
の
理
由
か
ら
参
入

が
少
な
く
、
目
標
を
下
回
る

結
果
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
数
を
伺
う
。

答
本
年
４
月
１
日
の
状
況
で
、

本
市
市
民
の
市
内
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望
数

は
、
４
９
２
名
で
あ
る
。

問
保
険
給
付
費
等
準
備
基
金

の
29
年
度
末
残
高
は
。

答
39
億
３
８
７
６
万
３
９
７

５
円
で
あ
る
。

問
同
基
金
の
30
年
度
末
残
高

見
込
み
が
約
39
億
円
な
ら
ば
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
が
可
能

だ
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
第
７
期
の
介
護
保
険
料
は
、

基
金
を
約
23
億
５
千
万
円
活

用
し
、
基
準
月
額
を
１
０
０

円
引
き
下
げ
、
残
り
の
基
金

は
、
第
８
期
以
降
の
保
険
料

の
抑
制
に
活
用
す
る
こ
と
と

し
た
。
平
成
29
年
度
決
算
の

結
果
、
基
金
の
積
立
金
と
し

て
約
５
億
５
千
万
円
見
込
ま

れ
る
増
加
に
つ
い
て
も
、
さ

ら
に
高
齢
化
が
進
展
し
利
用

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
第

８
期
以
降
の
保
険
料
の
抑
制

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
82
号

平
成
29
年
度
歯
科
診
療
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
立
憲
・
国
民
】

議
案
第
83
号

平
成
29
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
自
由
民
主
党
】【
日
本
共
産
党
】

答
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
者
お
よ
び
利
用
者
の
増
加

と
、
計
画
ど
お
り
に
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
整
備
目
標
未
達
成
の
要

因
は
。

答
国
の
方
針
で
あ
る
地
域
包

問
歳
入
減
少
の
要
因
を
問
う
。

答
保
険
給
付
費
が
予
算
現
額

を
下
回
っ
た
こ
と
に
伴
う
、

国
県
支
出
金
お
よ
び
支
払
基

金
交
付
金
の
収
入
減
と
、
保

険
給
付
費
等
準
備
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
必
要
と
し
な

か
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問
歳
出
の
保
険
給
付
費
に
お

け
る
流
用
の
要
因
は
。

把
握
の
た
め
に
も
、
利
用
状

況
等
の
統
計
デ
ー
タ
を
作
成

し
て
い
る
の
か
。

答
１
日
ご
と
の
利
用
台
数
な

ど
の
集
計
は
行
っ
て
い
る
が
、

運
営
改
善
の
検
討
に
役
立
つ

よ
う
な
、
詳
細
な
利
用
状
況

�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

問
公
共
地
下
駐
車
場
を
効
率

的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に

も
、
周
辺
の
民
間
駐
車
場
の

稼
働
率
の
調
査
が
必
要
と
考

え
る
が
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
稼
働
率
の
調
査
は
実
施
し

て
い
な
い
。

問
公
共
地
下
駐
車
場
の
現
状

議
案
第
80
号

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
85
号

平
成
29
年
度
川
越
駅
東
口
公
共
地
下
駐
車
場

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
政
晴
会
】
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に
つ
い
て
の
統
計
デ
ー
タ
の

作
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
内
外
に
対
す
る
調
査
が
不

足
し
て
い
る
中
、
今
後
ど
の

よ
う
に
公
共
施
設
と
し
て
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
施

設
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

問
公
共
下
水
道
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

答
平
成
29
年
度
末
の
進
捗
状

況
は
汚
水
の
整
備
に
つ
い
て

面
積
４
０
５
８
ha
、
整
備
率

64
・
２
％
、
雨
水
の
整
備
に

つ
い
て
面
積
１
７
４
９
ha
、

整
備
率
34
・
０
％
で
あ
る
。

問
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

の
状
況
は
。

答
平
成
29
年
度
末
の
管
渠
総

延
長
は
約
９
３
６
㎞
で
、
修

繕
、
清
掃
、
埼
玉
県
流
域
下

水
道
と
の
接
続
箇
所
の
点
検

問
支
援
員
の
配
置
基
準
の
改

正
に
よ
り
、
市
内
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
ど
の
よ
う
な
影

答
使
用
の
ニ
ー
ズ
、
使
わ
れ

て
い
る
時
間
帯
、
周
辺
の
駐

車
場
の
状
況
を
含
め
体
系
的

な
調
査
を
し
た
上
で
、
今
後

の
改
善
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

等
を
実
施
し
て
い
る
。
ポ
ン

プ
場
は
汚
水
53
施
設
、
雨
水

17
施
設
、
そ
の
他
調
整
池
等

37
施
設
で
、
巡
視
や
機
器
等

の
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

問
経
営
戦
略
策
定
の
意
図
は
。

答
経
営
戦
略
は
安
定
的
に
事

業
を
継
続
す
る
た
め
の
中
長

期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で

あ
り
、
収
支
を
均
衡
さ
せ
た

収
支
計
画
が
中
心
で
あ
る
。

策
定
に
よ
り
経
営
基
盤
の
強

化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

向
上
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

響
が
あ
る
の
か
。

答
現
時
点
で
は
影
響
は
な
い

が
、
今
後
、
特
定
施
設
入
居

問
条
例
改
正
の
目
的
は
？

答
対
象
者
を
真
に
経
済
的
負

担
の
軽
減
が
必
要
な
低
所
得

者
に
限
定
し
、
医
療
費
負
担

の
可
能
な
人
に
は
負
担
を
し

て
も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、

所
得
制
限
を
導
入
す
る
も
の

で
あ
る
。

問
導
入
す
る
、
所
得
制
限
の

基
準
の
金
額
は
？

答
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
、

所
得
３
６
０
万
４
千
円
と
な

る
。

問
所
得
制
限
の
基
準
を
設
定

す
る
際
、
考
慮
し
た
点
は
？

答
国
の
「
特
別
障
害
者
手
当

」
の
所
得
基
準
額
に
準
拠
し

て
お
り
、
全
国
的
に
も
18
都

道
府
県
が
採
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
障
害
ゆ
え
に
発
生

す
る
多
額
の
医
療
費
に
対
す

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
て
お
り
、
所
得
制
限

を
導
入
す
る
に
際
し
、
特
別

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
、
本
人
の
み
の
所
得
を

対
象
と
し
た
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
障
害
に
対
応
し
た
医
療
は

公
的
支
援
の
対
象
で
あ
る
べ

き
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

答
医
療
費
の
自
己
負
担
が
大

き
い
慢
性
疾
患
や
障
害
の
あ

る
人
に
対
し
て
は
、
公
的
医

療
保
険
や
国
、
自
治
体
が
助

成
す
る
制
度
が
あ
る
。

問
適
用
が
平
成
34
年
10
月
に

な
る
既
存
受
給
者
と
新
規
対

象
者
で
所
得
制
限
の
適
用
時

期
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
か
。

答
同
時
に
導
入
し
た
場
合
、

不
公
平
感
は
な
く
な
る
が
、

そ
の
間
新
規
対
象
者
に
対
し

て
支
給
す
る
医
療
費
は
、
市

の
単
独
事
業
と
な
り
、
全
額

市
の
負
担
と
な
る
。

問
障
害
者
雇
用
は
厳
し
い
が
、

失
業
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
現
在
、
失
業
等
収
入
の
激

変
等
に
よ
る
適
用
除
外
は
整

備
さ
れ
て
い
な
い
が
、
毎
年

所
得
審
査
を
行
う
た
め
、
次

年
度
は
受
給
者
と
し
て
対
象

と
な
る
と
考
え
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

議
案
第
93
号

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】【
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
88
号

平
成
29
年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
92
号

保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】

議
案
第
90
号

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
等
の
基
準
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】

答
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
効

率
化
が
図
ら
れ
、
民
間
の
社

会
福
祉
法
人
等
が
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
や
す
く

な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

者
生
活
介
護
等
の
指
定
を
受

け
た
場
合
は
、
規
程
ど
お
り

の
支
援
員
の
配
置
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問
今
回
の
改
正
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
。

ン
を
設
置
し
、
暑
さ
対
策
を

行
う
と
と
も
に
、
保
育
所
保

育
指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
施

設
の
適
切
な
温
度
、
湿
度
を

常
に
保
て
る
よ
う
対
応
し
て

い
く
。

問
仮
園
舎
移
転
に
当
た
り
、

保
護
者
や
地
域
住
民
に
対
し

て
説
明
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

答
保
育
園
の
現
況
や
仮
園
舎

移
転
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、

保
護
者
に
説
明
会
や
文
書
で

お
知
ら
せ
し
た
。
ま
た
、
自

治
会
長
、
支
会
長
、
地
域
会

議
の
会
長
へ
報
告
し
た
。
周

辺
住
民
に
は
直
接
訪
問
し
説

明
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会

全
世
帯
へ
の
回
覧
も
行
っ
た
。

問
自
動
車
お
よ
び
自
転
車
で

の
送
迎
に
対
応
す
る
た
め
、

駐
車
場
の
確
保
状
況
は
。

答
近
隣
住
民
の
通
行
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
仮
園
舎

の
近
く
に
約
20
台
分
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

問
仮
園
舎
の
暑
さ
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
全
て
の
保
育
室
に
エ
ア
コ

保健福祉常任委員会
南古谷保育園仮園舎現地視察
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議
案
第
95
号

川
越
駅
西
口
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
延
伸
工
事
請
負
契
約

【
公
明
党
】

問
監
視
カ
メ
ラ
画
像
公
開
の

効
果
を
伺
う
。

答
広
く
地
域
住
民
に
見
て
も

ら
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
避

難
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

の
推
進
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

問
応
急
排
水
作
業
の
環
境
整

備
の
理
由
を
伺
う
。

答
排
水
作
業
の
た
び
に
フ
ェ

ン
ス
の
部
材
を
取
り
外
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

足
場
が
土
の
斜
面
で
滑
り
や

す
く
危
険
で
も
あ
り
、
作
業

効
率
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
全
国
で
も
例
の
な
い
蔵
の

耐
震
工
事
の
過
程
を
市
民
や

観
光
客
に
公
開
で
き
な
い
か
。

答
蔵
造
り
資
料
館
の
耐
震
化

工
事
は
、
蔵
造
り
建
物
の
耐

震
化
と
し
て
貴
重
な
事
例
で

あ
る
の
で
、
工
事
の
経
過
を

パ
ネ
ル
等
に
し
て
博
物
館
で

展
示
し
、
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
た
い
。

問
市
税
等
が
増
加
な
の
に
財

政
状
況
が
厳
し
い
理
由
は
。

答
堅
調
な
税
収
等
を
上
回
っ

て
経
常
経
費
が
増
加
し
て
お

り
、
現
状
は
、
経
常
経
費
の

増
加
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
政

策
的
経
費
の
財
源
が
減
少
す

る
構
造
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

問
水
害
防
止
の
た
め
に
監
視

カ
メ
ラ
の
常
設
化
の
考
え
は
。

答
監
視
カ
メ
ラ
は
、
水
位
状

況
の
把
握
な
ど
の
施
設
管
理

を
目
的
に
、
期
間
を
限
定
し

て
設
置
し
た
。
今
後
は
、
現

地
の
状
況
が
容
易
に
把
握
で

き
る
よ
う
な
設
置
位
置
や
公

開
方
法
等
を
含
め
、
常
設
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
工
事
契
約
で
は
厳
格
な
積

算
が
必
要
だ
が
、
補
正
に
対

す
る
市
の
今
後
の
考
え
方
は
。

答
文
化
財
建
物
の
工
事
は
、

建
物
の
状
況
把
握
が
難
し
く
、

積
算
上
の
課
題
で
あ
る
。
今

後
は
部
分
的
な
解
体
箇
所
を

増
や
す
な
ど
、
詳
細
な
事
前

調
査
に
努
め
、
国
や
県
と
も

十
分
に
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
周
辺
商
店
街
や
自
治
会
へ

の
工
事
の
周
知
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
契
約
後
適
切
な
時
期
に
、

周
辺
自
治
会
・
商
店
街
へ
の

説
明
会
の
開
催
や
自
治
会
回

覧
を
行
う
と
と
も
に
、
看
板

設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
等
に
よ
る
周
知
を
行
う
。

問
工
事
中
の
通
行
車
両
・
歩

行
者
へ
の
安
全
対
策
は
。

答
交
通
誘
導
員
を
適
切
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
案
内
看

板
や
仮
囲
い
等
で
通
行
区
域

問
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
の
現
状
は
。

答
平
成
29
年
度
は
、
平
均
受

給
者
数
７
８
７
４
人
、
支
給

件
数
21
万
９
９
９
６
件
、
支

給
額
８
億
97
万
１
９
３
５
円
、

１
人
当
た
り
支
給
額
10
万
１

７
２
４
円
で
あ
る
。

問
所
得
制
限
の
導
入
で
事
務

量
の
増
加
は
見
込
ま
れ
る
か
。

答
現
時
点
で
は
、
運
用
方
法

が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

ど
れ
ほ
ど
の
事
務
量
が
増
加

す
る
か
を
具
体
的
に
述
べ
る

と
施
工
区
域
を
明
確
に
し
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
デ
ッ
キ
は
通
行
量
が

多
い
の
で
、
安
全
対
策
を
十

分
に
実
施
し
て
い
く
。

問
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
測
量
等
の
準
備
を
行
い
、

橋
り
ょ
う
下
部
工
事
の
杭
打

ち
工
事
お
よ
び
橋
脚
の
施
工

を
行
う
。
そ
の
後
、
橋
り
ょ

う
上
部
工
事
の
デ
ッ
キ
本
体
、

シ
ェ
ル
タ
ー
等
を
施
工
し
、

最
後
に
道
路
改
良
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

こ
と
は
困
難
だ
が
、
平
成
34

年
10
月
に
予
定
す
る
資
格
の

更
新
以
降
、
全
て
の
登
録
者

に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
所

得
確
認
を
行
い
、
受
給
者
証

等
を
送
付
す
る
事
務
を
行
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
事
務
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
今
後
、
事
務
の
運
用
方
法

を
検
討
す
る
中
で
、
事
務
量

の
増
加
を
抑
制
す
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
案
第
97
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た

の
で
、
本
請
願
に
反
対
す
る
。

賛　
　
成

【
日
本
共
産
党
】

　
東
日
本
大
震
災
で
外
部
電

源
を
失
う
な
ど
重
大
事
故
寸

前
に
陥
り
停
止
し
て
い
た
東

海
第
２
原
発
は
11
月
末
に
40

年
間
の
運
転
期
限
を
迎
え
る

老
朽
原
発
で
あ
る
。
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
の
甚
大
な

事
故
を
受
け
法
改
定
で
運
転

期
間
を
原
則
40
年
と
決
め
た
。

安
全
対
策
の
費
用
約
１
７
４

０
億
円
も
賄
え
な
い
。
半
径

30
㎞
に
96
万
人
が
住
む
首
都

圏
で
唯
一
の
原
発
で
あ
り
、

多
く
の
周
辺
自
治
体
で
は
避

難
計
画
が
作
ら
れ
て
い
な
い
。

水
戸
市
で
再
稼
働
を
認
め
な

い
意
見
書
を
可
決
。
経
済
性

も
安
定
性
も
失
っ
た
原
発
は

廃
炉
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
子
育
て
施
策
で
は
、
ニ
ー

ズ
が
高
い
の
に
待
機
児
童
を

増
加
さ
せ
た
。
東
後
楽
会
館

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

議
案
第
79
号

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反　
　
対

【
自
由
民
主
党
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本

は
安
全
性
を
前
提
と
し
た
上

で
、
安
定
供
給
を
第
一
と
し

経
済
効
率
性
の
向
上
と
環
境

へ
の
適
合
で
あ
る
。
原
子
力

発
電
は
、
資
源
の
少
な
い
我

が
国
に
お
い
て
電
気
の
安
定

供
給
や
発
電
コ
ス
ト
の
安
さ
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
な
い

と
い
っ
た
特
性
が
あ
る
。
一

方
で
リ
ス
ク
も
あ
り
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
将
来
的
に
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
た
場
合
に
は
、
減
ら
す

方
向
で
考
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
東
海
第

２
発
電
所
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も

厳
し
い
水
準
の
新
規
制
基
準

請
願
第
３
号

討
　
論
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ソ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム
等

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

体
力
向
上
の
目
標
や
日
々
の

取
り
組
み
が
記
録
で
き
る
よ

う
な
「
体
力
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

」
を
作
成
し
、
運
動
の
意
欲

を
継
続
さ
せ
る
取
り
組
み
や

運
動
環
境
の
整
備
、
運
動
へ

の
興
味
等
を
高
め
る
各
種
掲

示
物
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

質問
子
ど
も
の
体
力

質問
庁
用
自
動
車
の
安
全
運
転

質問
寺
山
緑
地
　

在
利
用
し
て
い
る
駐
車
場
の

一
部
を
隣
接
地
に
確
保
し
、

屋
外
運
動
場
に
変
更
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
設
置
基
準
に
近
づ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
長
期
的

な
対
応
と
し
て
、
考
え
う
る

方
策
を
、
関
係
部
局
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
、
南
古
谷

小
学
校
の
教
育
環
境
を
児
童

の
た
め
に
良
好
な
も
の
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質問
学
校
施
設
の
現
況

実
や
高
齢
者
の
健
康
増
進
の

観
点
か
ら
、
環
境
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
良
い

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
人
が

利
用
す
る
施
設
整
備
等
に
つ

い
て
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
関
係
部
署

と
連
携
し
、
市
民
の
希
望
に

沿
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
等
整
備

質問
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

問
文
部
科
学
省
の
新
体
力
テ

ス
ト
の
結
果
、
小
学
生
は
県

目
標
値
を
上
回
っ
た
が
、
中

学
生
は
下
回
っ
た
。
市
立
小

中
学
校
で
は
体
力
向
上
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　
児
童
生

徒
の
体
力
向
上
と
運
動
好
き

の
児
童
生
徒
を
育
て
る
た
め

の
授
業
作
り
に
つ
い
て
協
議

し
、
実
践
や
指
導
例
を
参
考

に
体
育
授
業
の
充
実
に
生
か

し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
マ
ラ

問
児
童
数
が
１
０
３
９
人
で

あ
る
南
古
谷
小
の
屋
外
運
動

場
は
、
国
が
定
め
る
設
置
基

準
の
面
積
を
大
き
く
下
回
る
。

早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
教
育
長
　
南
古
谷
小
学
校

の
屋
外
運
動
場
の
面
積
は
、

平
成
14
年
に
示
さ
れ
た
設
置

基
準
に
当
て
は
め
る
と
、
基

準
面
積
の
３
分
の
２
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
喫
緊
の
対
応

と
し
て
、
学
校
敷
地
内
の
現

問
加
速
度
的
に
高
齢
化
が
進

む
中
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た

め
に
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
推

奨
し
環
境
を
整
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
都
市
計
画
部
長
　
プ
レ
ー

可
能
な
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
確
保
や
そ
の
整

備
費
用
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
は
市
民
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充

や
ま
ぶ
き
会

小　
高　
浩　
行

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
取
組
み１

や
ま
ぶ
き
会

中　
原　
秀　
文

プ
レ
ー
可
能
な
環
境
の
整
備
を２

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

一
般
質
問
の
表
題

答
弁
者

２４

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
図
書
館
等
で

11
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

廃
止
の
決
定
、
川
越
シ
ャ
ト

ル
無
料
乗
車
の
90
歳
へ
の
引

き
上
げ
な
ど
、
高
齢
者
施
策

は
後
退
し
て
い
る
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
民
間
委
託
で

建
設
し
た
一
方
、
学
校
現
場

で
日
常
的
に
必
要
な
予
算
は

不
十
分
で
あ
る
。
公
民
館
使

用
料
は
値
上
げ
さ
れ
、
今
後
、

段
階
的
に
市
民
負
担
増
と
な

る
。
台
風
第
21
号
へ
の
対
策

で
は
、
市
独
自
の
住
宅
支
援

策
を
実
施
し
て
い
な
い
。
市

民
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
べ

き
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
指
摘

し
た
点
か
ら
反
対
で
あ
る
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
に
所
得
制
限
を
設
け
、
本

人
所
得
が
３
６
０
万
４
千
円

以
上
は
、
支
給
対
象
か
ら
外

す
内
容
で
あ
る
。
安
倍
政
権

の
「
骨
太
の
方
針
」
の
一
環

で
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増

を
抑
え
国
民
負
担
を
増
や
す

も
の
。
影
響
を
受
け
る
の
は
、

約
２
５
０
名
だ
が
そ
の
約
８

割
は
就
業
し
、
納
税
し
て
い

議
案
第
93
号

る
。
昨
年
度
は
約
８
千
人
に
、

１
人
平
均
約
10
万
２
千
円
が

支
給
さ
れ
、
重
度
心
身
障
害

者
の
健
康
や
生
活
を
支
え
る

重
要
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
必
要
な
医
療
を
必
要
な
人

が
受
け
ら
れ
る
社
会
保
障
制

度
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

反　
　
対

【
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　
主
に
７
つ
の
補
正
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
反
対
し
て
い
な
い

が
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整

備
補
助
金
に
つ
い
て
申
し
上

げ
る
。
９
月
14
日
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
報
道
が
あ

っ
た
。
20
日
に
当
該
議
員
が
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
控
室
に
来

て
、
「
こ
の
議
案
は
う
ち
の

議
案
だ
か
ら
頼
む
。
」
と
言

っ
た
。
こ
の
発
言
は
代
表
者

会
議
で
本
人
が
認
め
た
。
認

定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
に
反

対
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
理
事
長
（
当
該
議
員
）

に
子
ど
も
た
ち
の
命
を
託
せ

な
い
の
で
、
私
は
反
対
す
る
。

議
案
第
97
号

自
由
民
主
党

吉　
敷　
賢
一
郎

南
古
谷
小
学
校
の
施
設
改
善
を３
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よ
り
迅
速
な
支
援
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
が

制
度
を
理
解
し
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
自
治
会
連

合
会
や
自
主
防
災
会
連
絡
会

を
通
じ
、
積
極
的
な
働
き
掛

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質問
災
害
時
の
要
支
援
者
支
援

質問
大
会
出
場
補
助
金
拡
充

配
慮
し
て
い
る
。
一
方
、
児

童
養
護
施
設
や
他
の
学
校
に

転
校
し
た
児
童
生
徒
に
は
、

新
し
い
環
境
で
円
滑
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な
連

携
を
行
っ
て
い
く
。
学
習
支

援
に
関
し
て
は
、
一
定
期
間

授
業
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

は
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

埼
玉
県
福
祉
部
や
教
育
局
と

課
題
を
共
有
し
、
今
後
、
支

援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質問
児
童
虐
待
防
止
の
取
組

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
本
庁

舎
に
お
い
て
開
催
す
る
際
、

１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
あ

る
モ
ニ
タ
ー
を
活
用
す
る
な

ど
、
関
係
課
と
協
議
し
、
実

現
に
向
け
て
検
討
す
る
。
ま

た
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
実
現
に
向
け
て
各
市

民
セ
ン
タ
ー
と
協
議
す
る
。

質問
平
和
施
策

質問
道
路
等
破
損
等
の
対
応 

質問
公
共
工
事
発
注

協
力
が
可
能
か
、
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
川
越
少
年
刑
務
所
の
鍛
錬

場
は
、
昭
和
44
年
に
建
設
さ

れ
た
建
物
で
老
朽
化
し
て
お

り
、
指
定
避
難
所
と
し
て
の

指
定
は
難
し
い
た
め
、
広
大

な
敷
地
を
生
か
し
た
指
定
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

質問
川
越
少
年
刑
務
所
と
連
携

質問
農
業
施
策

い
る
。
坂
戸
保
健
所
に
設
置

さ
れ
る
埼
玉
県
川
越
比
企
保

健
医
療
圏
地
域
保
健
医
療
・

地
域
医
療
構
想
協
議
会
に
お

い
て
、
今
後
、
こ
の
病
院
整

備
計
画
や
、
急
性
期
か
ら
回

復
期
へ
の
既
存
病
床
の
機
能

転
換
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
、

市
民
に
必
要
な
医
療
提
供
体

制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
協

議
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。

質問
保
健
医
療
行
政
の
推
進

・
監
督
を
強
化
し
安
心
安
全

な
保
育
が
実
施
で
き
る
よ
う

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
非
常

に
限
ら
れ
た
期
間
で
準
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
円
滑
な
実
施

に
向
け
た
人
的
措
置
や
予
算

措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

質問
子
育
て
支
援

質問
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

問
外
部
提
供
用
名
簿
の
自
治

会
へ
の
提
供
は
約
24
％
し
か

な
い
。
ま
ず
は
平
常
時
か
ら

要
支
援
者
情
報
を
把
握
し
て

も
ら
う
こ
と
が
最
優
先
と
考

え
る
が
、
市
の
対
応
は
。

答
危
機
管
理
監
　
よ
り
多
く

の
自
治
会
な
ど
地
域
の
支
援

者
に
外
部
提
供
用
名
簿
を
提

供
し
、
支
援
者
が
支
援
を
必

要
と
す
る
人
が
ど
こ
に
い
る

か
平
常
時
か
ら
把
握
し
て
お

く
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
、

問
一
時
保
護
と
な
っ
た
児
童

生
徒
は
、
学
習
面
や
生
活
面

が
心
配
さ
れ
る
。
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　
入
所
し

た
児
童
生
徒
の
特
性
や
学
習

状
況
等
の
情
報
提
供
を
行
い
、

児
童
相
談
所
と
連
携
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
復
帰
時
点
で
面
談
や
補
習

等
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
学

校
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う

問
原
爆
な
ど
戦
争
の
悲
惨
さ

を
よ
り
深
く
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
、
市
で
行
う
原
爆
写

真
展
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
上
映
を

実
現
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答
総
務
部
長
　
毎
年
７
月
下

旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
、

本
庁
舎
お
よ
び
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
て
い
る
原
爆
写

真
展
に
合
わ
せ
て
、
ビ
デ
オ

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
を
活
用
し
、

被
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
こ

と
は
、
大
変
有
意
義
な
も
の

問
当
該
施
設
周
辺
の
住
宅
街

は
避
難
所
も
遠
く
災
害
時
の

避
難
が
容
易
で
は
な
い
。
地

域
貢
献
に
尽
力
し
て
い
る
川

越
少
年
刑
務
所
を
指
定
避
難

所
に
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答
危
機
管
理
監
　
平
成
28
年

４
月
の
熊
本
地
震
を
機
に
、

地
元
自
治
体
と
避
難
所
協
定

を
結
ぶ
矯
正
施
設
が
増
え
て

い
る
。

　
本
市
で
も
川
越
少
年
刑
務

所
と
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な

問
患
者
の
状
態
に
応
じ
病
床

機
能
は
分
か
れ
る
が
、
川
越

比
企
保
健
医
療
圏
に
お
い
て

際
立
っ
て
不
足
す
る
回
復
期

の
病
床
数
確
保
を
い
か
に
進

め
る
か
を
問
う
。

答
保
健
医
療
部
長
　
本
年
度
、

埼
玉
県
に
お
い
て
、
特
に
不

足
が
見
込
ま
れ
る
回
復
期
病

床
等
を
対
象
と
し
た
病
院
整

備
計
画
の
公
募
が
行
わ
れ
、

川
越
比
企
保
健
医
療
圏
で
は

３
２
５
床
が
対
象
と
な
っ
て

問
ぜ
ひ
先
行
し
て
幼
児
教
育

の
無
償
化
の
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
、
川
越
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

答
こ
ど
も
未
来
部
長
　
具
体

的
な
制
度
設
計
等
が
国
か
ら

示
さ
れ
た
段
階
で
、
市
の
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
制
度
内
容
を
周
知
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
認
可
外
保

育
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
事
務
の
準
備
や
、
指
導

公

明

党

田　
畑　
た
き
子

一
時
保
護
所
で
の
学
習
支
援

７

公

明

党

中　
村　
文　
明

幼
児
教
育
の
無
償
化
へ

８

公

明

党

桐　
野　
　
　
忠

原
爆
写
真
展
で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
活
用９

自
由
民
主
党

栗　
原　
瑞　
治

災
害
時
の
要
支
援
者
避
難
支
援５

自
由
民
主
党

海　
沼　
秀　
幸

川
越
少
年
刑
務
所
を
避
難
所
に４

自
由
民
主
党

岸　
　
　
啓　
祐

回
復
期
の
病
床
数
不
足
解
消

６
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政

晴

会

川　
口　
啓　
介

各
学
童
に
責
任
者
の
配
置
を

14

公

明

党

大　
泉　
一　
夫

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

13

い
て
は
、
自
主
的
な
財
源
確

保
策
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、

他
市
の
事
例
等
を
参
考
と
し
、

導
入
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
暑
さ
（
熱
中
症
）
対
策

質問
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

問
市
民
に
対
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
ま
ず
市
が
、
ネ�

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
の
自
主

的
な
財
源
確
保
策
を
積
極
的

に
推
進
す
べ
き
で
は
。

答
市
長
　
今
後
の
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
を
踏
ま

え
る
と
、
自
主
的
な
財
源
確

保
策
は
、
財
政
運
営
の
安
定

性
・
継
続
性
を
図
る
上
で
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ

政

晴

会

樋　
口　
直　
喜

自
主
的
な
財
源
確
保
策
推
進
を10

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
思

決
定
の
場
に
、
男
女
が
積
極

的
に
参
画
し
て
共
に
責
任
を

担
う
こ
と
で
、
多
様
な
意
思

が
政
治
や
社
会
の
政
策
・
方

針
の
決
定
に
反
映
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
国

や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
参

考
に
し
つ
つ
、
法
の
趣
旨
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
子
育
て
支
援
の
現
状

質問
女
性
活
躍
と
は
何
か

問
平
成
30
年
５
月
に
成
立
し

た
「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
つ
い
て
市
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
、
伺
う
。

答
市
長
　
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ー
ク
が
な
い
こ
と
は
、
把
握

し
て
い
る
。
埼
玉
県
企
業
局

で
は
、
今
後
整
備
し
て
い
く

産
業
団
地
に
つ
い
て
も
地
元

要
望
を
受
け
止
め
、
条
件
が

整
え
ば
施
設
整
備
し
て
い
く

方
向
性
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
川
越
増
形
地
区
産
業

団
地
内
で
も
要
望
が
あ
れ
ば
、

市
関
係
課
を
通
じ
て
県
に
設

置
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質問
保
育
の
充
実
へ
の
取
組
み

質問
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

問
今
後
整
備
が
予
定
さ
れ
て

い
る
川
越
増
形
地
区
産
業
団

地
内
へ
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
の
設
置
を
川
越
市
と

し
て
埼
玉
県
へ
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
、
若
者
支

持
の
高
さ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
、
現
在
本
市
に
お
い
て

は
、
特
に
練
習
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ

立
憲
・
国
民

片　
野　
広　
隆

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
設
置12

際
社
会
の
中
で
は
普
及
が
遅

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
今
後
の

世
界
的
な
決
済
手
段
の
潮
流

と
捉
え
、
国
際
都
市
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

観
光
客
は
も
と
よ
り
、
市
民

に
と
っ
て
も
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

質問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
促
進

質問
自
転
車
保
険
の
加
入
義
務

問
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

ゴ
ル
フ
競
技
開
催
を
機
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
り

川
越
市
を
国
際
社
会
に
適
応

す
る
都
市
に
発
展
さ
せ
る
た

め
の
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ゴ
ル
フ
競
技
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
で
、
国
内
外
か
ら

ま
す
ま
す
多
く
の
観
光
客
に

来
て
も
ら
え
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。
日
本
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
状
況
は
、
国

め
、
指
導
員
が
現
場
の
初
期

対
応
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
は
、
各
学
童
保
育

室
に
常
駐
す
る
責
任
者
を
配

置
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
お
り
、
配
置
方

法
な
ど
具
体
的
な
方
策
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質問
森
林
環
境
譲
与
税
対
応

質問
学
童
保
育
に
係
わ
る
課
題

問
学
童
保
育
室
の
責
任
者
と

し
て
４
人
の
室
長
が
32
学
童

を
担
当
し
て
お
り
、
現
場
対

応
に
課
題
が
あ
る
。
各
学
童

保
育
室
に
常
駐
す
る
責
任
者

を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
教
育
総
務
部
長
　
現
在
、

副
課
長
級
の
再
任
用
職
員
を

学
童
保
育
室
長
の
職
と
し
て

配
置
し
て
い
る
が
、
１
人
の

室
長
が
８
つ
の
学
童
保
育
室

を
担
当
し
て
お
り
、
学
童
保

育
室
に
常
駐
し
て
い
な
い
た

政

晴

会

明
ヶ
戸　
亮　
太

小
中
学
校
の
夏
休
み
短
縮
を
！15

文
部
科
学
省
か
ら
熱
中
症
対

策
の
通
知
が
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
夏
季
休
業
日
に
授

業
日
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
年
間
の
授
業
日
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
小
学
校

や
今
後
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
る
中
学
校
で
の
効
果
等
も

見
極
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
小
中
学
校
の
夏
休
み
短
縮

問
エ
ア
コ
ン
導
入
に
伴
い
、

市
立
小
中
学
校
の
夏
休
み
を

短
縮
し
て
、
保
護
者
の
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
？

答
教
育
長
　
夏
季
休
業
日
を

短
縮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
年
間
を
通
し
て
授
業

日
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
授

業
時
数
に
余
裕
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

伊　
藤　
正　
子

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

11
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や
ま
ぶ
き
会

矢　
部　
　
　
節

認
知
症
徘
徊
事
故
高
額
賠
償

19

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

髙　
橋　
　
　
剛

東
中
学
校
の
あ
り
方

16

日
本
共
産
党

今　
野　
英　
子

生
活
保
護
の
し
お
り
の
改
善
を21

日
本
共
産
党

長　
田　
雅　
基

荒
川
堤
防
改
修
の
市
の
対
応
は20

公

明

党

近　
藤　
芳　
宏

空
き
家
の
利
活
用
促
進
を
！

17

の
生
徒
が
３
分
の
１
在
籍
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

国
や
県
が
推
奨
し
て
い
る
小

中
一
貫
教
育
を
は
じ
め
と
す

る
新
し
い
制
度
に
対
応
で
き

る
学
校
の
在
り
方
や
、
移
転

に
つ
い
て
も
含
め
て
研
究
し
、

活
力
あ
る
東
中
学
校
と
な
る

よ
う
関
係
各
課
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

質問
市
立
東
中
学
校
の
あ
り
方

質問
荒
川
、
入
間
川

問
校
舎
の
老
朽
化
や
教
育
の

あ
り
方
、
学
校
周
辺
の
環
境

変
化
を
踏
ま
え
、
東
中
学
校

を
移
転
す
る
考
え
は
あ
る
か

教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長
　
東
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
、

適
正
規
模
を
維
持
す
る
も
の

と
想
定
し
て
い
る
。

　
東
中
学
校
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
現
在
古
谷

小
学
校
か
ら
の
生
徒
が
３
分

の
２
、
南
古
谷
小
学
校
か
ら

き
家
対
策
を
総
合
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
現
状
、
制
度

的
な
面
か
ら
も
担
当
部
署
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
、
空
家
等
対

策
の
取
組
方
針
を
踏
ま
え
た

利
活
用
の
促
進
等
の
課
題
や
、

施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
空
き

家
対
策
を
統
括
す
る
組
織
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問
本
市
の
空
き
家
対
策

質問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問
空
家
等
へ
の
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、

組
織
の
見
直
し
が
必
要
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答
栗
原
副
市
長
　
空
き
家
の

適
正
な
管
理
を
促
進
す
る
こ

と
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
に

よ
る
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
状
況
に
お
い
て
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
空

便
性
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、

入
居
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

応
募
件
数
を
高
め
、
入
居
率

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
今
後
、
市
営

住
宅
の
状
況
に
よ
り
、
設
置

に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

質問
市
営
住
宅
の
諸
課
題

問
風
呂
釜
の
設
置
が
な
い
市

営
住
宅
は
入
居
募
集
し
て
も

応
募
が
な
い
。
市
が
風
呂
釜

を
設
置
し
て
利
便
性
を
高
め
、

応
募
者
を
増
や
す
取
り
組
み

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

答
建
設
部
長
　
現
在
、
風
呂

釜
を
設
置
し
て
い
る
住
戸
は
、

全
管
理
戸
数
の
約
３
分
の
１

に
当
た
る
３
７
２
戸
で
あ
る
。

風
呂
釜
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
の
家
賃
を
増
額

す
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
利

公

明

党

小
ノ
澤　
哲　
也

市
営
住
宅
に
浴
槽
の
設
置
を
！18

る
の
で
、
賠
償
に
備
え
て
の

対
策
に
つ
い
て
も
、
先
進
自

治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

質問
猛
暑
対
策

質問
認
知
症
徘
徊
事
故
賠
償

質問
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

問
外
出
中
に
道
に
迷
う
認
知

症
高
齢
者
の
事
故
に
対
し
て

公
費
に
よ
る
損
害
賠
償
保
険

制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
に
お
け
る
導
入
に
つ
い

て
問
う
。

答
福
祉
部
長
　
現
在
、
本
市

で
は
、
「
川
越
市
お
帰
り
安

心
ス
テ
ッ
カ
ー
」
な
ど
の
早

期
発
見
、
事
故
の
未
然
防
止

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

が
、
認
知
症
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

い
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

一
日
も
早
く
整
備
が
完
成
し
、

流
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
と
な
る
よ
う
に
、

国
土
交
通
省
と
連
携
し
な
が

ら
、
適
宜
、
本
市
と
し
て
必

要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
荒
川
堤
防
の
整
備
促
進
を

質問
の
ら
猫
補
助
金
の
改
善
を

問
甚
大
な
被
害
と
な
る
大
規

模
水
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
多

く
の
市
民
の
命
を
守
る
意
味

で
も
、
Ｊ
Ｒ
川
越
線
橋
梁
と

荒
川
堤
防
の
改
修
は
必
要
で

あ
る
。
今
後
の
市
の
対
応
は
。

答
市
長
　
Ｊ
Ｒ
川
越
線
橋
り

ょ
う
の
架
け
替
え
、
高
さ
が

不
足
し
て
い
る
堤
防
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

着
手
し
て
い
る
荒
川
第
二
、

第
三
調
節
池
の
事
業
に
お
い

て
、
整
備
さ
れ
る
予
定
と
聞

い
る
「
し
お
り
」
の
例
を
見

る
と
、
生
活
保
護
の
申
請
か

ら
受
給
ま
で
の
流
れ
、
ど
の

よ
う
な
調
査
が
さ
れ
る
か
、

生
活
保
護
の
権
利
・
義
務
な

ど
、
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
作

成
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
「
し
お
り�

」
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
生
活
保
護
制
度

質問
危
険
交
差
点
の
安
全
対
策

問
日
本
国
憲
法
第
25
条
の
趣

旨
を
し
っ
か
り
と
明
記
し
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
イ
ラ

ス
ト
を
使
い
、
内
容
も
充
実

し
た
し
お
り
を
作
成
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
福
祉
部
長
　
「
生
活
保
護

の
し
お
り
」
は
、
読
む
人
の

立
場
や
場
面
に
合
わ
せ
、
申

請
者
用
と
受
給
者
用
の
２
種

類
に
分
け
、
生
活
福
祉
課
の

窓
口
に
て
渡
し
て
い
る
。
他

の
福
祉
事
務
所
が
作
成
し
て



平成30年10月25日発行 （12）議 会 だ よ り

て
い
く
こ
と
は
本
市
の
重
要

な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
が
、

入
院
・
通
院
区
分
に
よ
ら
ず
、

対
象
者
を
高
校
生
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

の
財
政
状
況
や
他
の
子
育
て

支
援
施
策
等
と
の
バ
ラ
ン
ス

等
を
勘
案
し
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質問
高
校
ま
で
医
療
費
無
料
を

質問
川
越
総
合
卸
売
市
場

質問
鳥
獣
被
害
対
策

問
こ
ど
も
医
療
費
の
国
庫
負

担
金
の
一
部
見
直
し
に
よ
り

捻
出
さ
れ
る
財
源
で
、
高
校

卒
業
ま
で
の
入
院
医
療
費
無

料
化
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
市
長
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費

の
支
給
対
象
年
齢
を
順
次
拡

大
し
て
き
た
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
子
育

て
支
援
の
環
境
整
備
を
進
め

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た

め
、
「
小
学
校
指
導
・
評
価

資
料
」
等
で
教
員
を
支
援
し
、

指
導
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
来
年
度
実
施

の
中
学
校
で
も
、
評
価
の
明

確
な
視
点
の
例
や
評
価
文
の

参
考
例
等
を
現
在
作
成
中
の

「
中
学
校
指
導
・
評
価
資
料�

」
に
示
し
、
道
徳
教
育
の
推

進
に
努
め
る
。

質問
道
徳
教
育

質問
中
心
市
街
地
の
観
光

問
教
科
書
を
使
い
評
価
を
行

う
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
の

実
施
に
お
け
る
課
題
の
解
決

に
向
け
ど
う
考
え
る
か
。

答
教
育
長
　
「
特
別
の
教
科

道
徳
」
で
は
、
児
童
生
徒
の

多
様
な
考
え
を
引
き
出
す
指

導
方
法
の
工
夫
と
実
践
が
重

要
で
あ
る
。
一
人
一
人
の
多

様
な
感
じ
方
や
考
え
方
を
育

む
授
業
実
践
と
成
長
の
様
子

を
継
続
的
に
記
録
し
、
認
め
、

励
ま
す
評
価
が
課
題
で
あ
る
。

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
高
齢
者
が
社
会
の
中
で
生

活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
い
く
の
か
、
庁
内
の
連

携
を
強
化
し
、
課
題
の
共
有

や
分
析
の
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質問
危
機
管
理

質問
高
齢
社
会
へ
総
合
対
策
を

問
高
齢
者
施
策
を
検
討
す
る

上
で
は
、
高
齢
者
の
視
点
で

総
合
的
に
分
析
し
今
後
の
施

策
を
検
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　川越市議会のホームページでは、本会議や委員会
の開催日程、市議会に提出される議案書や議決の結
果を公開しています。また、これまで発行した議会
だよりや議会の会議録、議員の名簿や政務活動費収
支報告書がご覧になれます。
　さらに、本会議（開会日、議案質疑日、最終日）
の模様を、インターネット（ライブ、録画）中継に
よりご覧になれます。ぜひご覧ください。
●川越市議会ホームページ
　http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shigikai/
　※スマートフォン専用ページもございます。
●川越市公式ホームページから川越市議会ホームペ�
ージへ進む場合は、川越市公式ホームページの右側の�
バナー【川越市議会】をクリック　してください。

川越市議会ホームページのご案内

川越市立学校職員の懲戒処分について

　市内小学校教員が非違行為により懲戒処分を受けた
ので、下記のとおり報告する。
１　処分対象者　南古谷小学校教諭　上田　翼
２　処分年月日　平成３０年８月２９日
３　処分内容　　懲戒処分（免職）
４　処分理由　　�埼玉県青少年健全育成条例違反、信

用失墜行為
５　南古谷小学校の対応
　８月３０日に臨時保護者会を開催し、校長から事故
の概要、今後の授業の体制等について保護者に説明。

６　川越市教育委員会の対応
⑴ 南古谷小学校の臨時保護者会に出席
　９月３日から臨床心理士などを当面の間派遣するこ
と、欠員となった教員の確保を進めることを説明。
⑵ 臨時校長会の実施
　８月３０日に臨時校長会を実施し、事故の概要説明
とともに、次の点を再確認し、教職員事故防止の徹底
を図ることとした。
・�校長をはじめ管理職が不祥事防止に対する意識を高
く持ち、教職員個々の状況を把握し、指導すること。

市政報告の内容および市政報告に対する質疑については、インターネット録画放送（川越市議会ホームページから）
または今定例会の会議録（１１月下旬頃から、川越市議会ホームページまたは図書館等で）よりご覧いただけます。

市 政 報 告 　今定例会では、議案以外に市政の重要事項として、３件の報告がありました。
報告内容は、１２～１４ページをご覧ください。
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・�今回の不祥事を一人一人の教職員に自分のこととし
て捉えさせること。
・�不祥事は、学校や地域のみならず、教職員全体、そ
して自分の家族に多大なる影響を及ぼすことを理解
させること。
・�話し合いや意見交換するなど、教職員自ら考え、心
に届くような研修を工夫すること。

・�経験の浅い教職員にあっては、教育公務員としての
職責の重さを自覚させるとともに、日々の教育活動
の中でやりがいや誇りを持てるようにすること。
・�ＳＮＳの利用の仕方や禁止事項を再度徹底するこ
と。

川越市台風第２１号内水浸水検証委員会からの答申について

１　諮問事項
　平成２９年１０月に発生した台風第２１号によって
江川流域都市下水路の流域に生じた「内水滞留による
浸水被害の原因」および「今後の内水対策」について
２　内水滞留による浸水被害の原因
⑴�平成２９年１０月１２日からの降雨により新河岸川
の水位が比較的高い状況において、同年１０月２２
日からの台風第２１号の後方集中型の降雨が継続し
たため、新河岸川の水位が上昇し、新河岸川から江
川流域都市下水路への逆流を防ぐため、新河岸川の
水位状況に応じて樋門が閉鎖した。

⑵�樋門閉鎖後も雨が降り続き、樋門を開けられるまで
に時間を要し、その間に内水滞留が生じた。

⑶�地形特性として、雨水が集まりやすく抜けにくい地
形であることや、土地利用の変遷において、江川流
域都市下水路周辺の保水機能の低下を招き雨水が流
出しやすい状況であったことといった、さまざまな
要因が複合的に重なり合ったことが、浸水被害の原
因と考えられる。

３　今後の内水対策
⑴基本的な考え方
　短期的ハード対策とソフト対策を充実し、段階的な

効果発現を図ること。また、中長期的ハード対策につ
いては、浸水原因をより細かに分析し、原因との関連
でそれぞれの施設整備を的確に選定するとともに、現
在の下水道計画を精査し、その結果を踏まえて、検討
していくことが示された。
⑵ハード対策
ア�　江川流域都市下水路への流入量や到達時間を調整
するための対策
イ�　江川流域都市下水路樋門閉鎖時の内水を排水する
ための対策
ウ�　江川流域都市下水路下流部の開水路区間からの溢
水を防止するための対策
⑶ソフト対策
ア�　行政が災害リスクを収集し、判断・対応するため
の対策
イ�　住民が災害リスクを判断し、避難行動につなげる
ための対策
ウ　災害リスクを共有するための対策
４　答申に対する市の考え方
　市としては、この答申を踏まえ、今後の対策につい
て十分に検討し、関係行政機関と連携を図り、減災対
策に取り組んでいく。

旧川越織物市場整備工事請負契約に係る受注者からの契約解除申し出について

　平成３０年６月２９日付で契約を締結した旧川越織
物市場整備工事について、受注者から平成３０年７月
２６日付で契約解除申出書が提出されたので、これま
での経緯および対応状況等を報告する。
１　工事概要
・工事名　旧川越織物市場整備工事
・工　期　�本契約締結の日から平成３１年１２月２０

日まで
・受注者　川越市大字伊佐沼１０２番地１
　　　　　　株式会社芹沢建設
　　　　　　　代表取締役　芹澤　英樹
・契約金額　３２４，０００，０００円
・契約方法　一般競争入札
２　相手方からの契約解除申出書の提出
　平成３０年７月２６日（木）、弁護士同行の上「契
約解除申出書」が提出された。契約解除申し出理由

は、川越市建設工事標準請負契約約款第２条の違反と
なっている。
３�　開札・仮契約締結からこれまで（平成３０年８月

３０日）の対応状況
平成３０年５月１１日（金）
　開札。株式会社芹沢建設を落札候補者に決定。
平成３０年５月２２日（火）仮契約締結
平成３０年６月２９日（金）議決日・本契約締結日
平成３０年７月２６日（木）
　相手方の代表取締役および弁護士が来庁。
　契約解除申出書が提出された。
平成３０年８月２日（木）
　平成３０年７月２６日付で相手方から提出された契
約解除申出書では、解除理由が明らかでなく、本市の
対応を明確にすることができないことから、相手方に
対し質問書を送付。� （次ページへ）
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川 越 市 手 話 言 語 条 例 施 策 推 進 方 針

平成３０年８月８日（水）
　平成３０年８月２日付で相手方に送付した質問書に
対し、回答書が提出された。
　相手方が主張している「川越市建設工事標準請負契
約約款第２条」の要件に違反するとした具体的な事実
としては、給排水および電気の設備工事といった本件
工事に密接に関連する工事の入札が、平成３０年７月
２６日の時点で行われていないのは、関連工事の調整
義務違反であることを主張。また、本市の行為によっ
て契約の履行が不可能となる理由は、関連する工事の
施工に合わせて本件工事の調整をした場合、本件工事
の開始が２カ月以上遅れることが確実なため、工期内
に本件工事を完了することが不可能となったことであ
った。
平成３０年８月２２日（水）
　相手方に対し旧川越織物市場整備工事請負契約の履
行催告および解除通知書を送付。
①履行の催告
　本契約締結後、相手方から本市に対して、平成３０
年７月２４日に相手方の技術力や施工能力の不足を理
由に口頭で本契約の解除の申し出および謝罪があり、
同月２６日に本市の契約違反を理由に書面で本契約の
解除の申し出を受けた。しかしながら、本市として
は、これらの解除の申し出が、約款上、相手方の解除
権の行使ではないものと判断し、直ちに、本契約に従
い、本件工事の履行を催告した。
②履行催告に対する回答期限
　本書面到達後７日以内（平成３０年８月２９日）
③解除の通知
　履行に応じない場合には、相手方の契約違反は明ら

かであり、本市には一切瑕疵がないことから、約款第
４６条第２号、第４号および第５号による発注者であ
る本市から本契約の解除権を行使するなど厳正に対処
することとした。
平成３０年８月２８日（火）
　相手方から通知書が提出された。相手方の主な主張
は、以下のとおりである。
・�川越市の主張には虚偽が多く、到底認められるもの
ではない。
・�平成３０年７月２６日付の解除の申し出を維持す�
る。
・�平成３０年６月２９日の対応において、設計変更ま
たは工期延長という契約条件の協議が行えるとの錯
誤に陥らせた川越市の欺罔行為により、相手方は本
契約の締結を承諾したものであるから、本契約締結
を川越市の詐欺を理由に取り消す。
・�川越市の担当者に欺罔の意思がなかったとしても、
上記のように相手方の本契約締結に係る意思表示に
は錯誤があるから、本契約は無効である。
平成３０年８月３０日（木）
　相手方に対し指名停止の決定通知を送付。
　指名停止期間は、平成３０年８月３０日から平成３１
年８月２９日までとし、指名停止の理由は、契約で定
めた義務を履行せず、また正当な理由なく契約の解除
を申し出たためである。

　今後については、違約金の請求など、引き続き、厳
正に対処していく。

　川越市は、手話が言語であると認識し、手話に対する理解を深め、これを広く普及するとともに、手話を使
用しやすい環境を整備することにより、ろう者とろう者以外の全ての市民が共に暮らしやすい社会を実現する
ため、川越市手話言語条例第６条第１項に基づき、以下の施策の推進方針を策定します。
１　手話に対する理解の促進・手話の普及に関すること
　市民が気軽に手話に接し、学べる環境を整備することにより、手話に対する理解を促進し、手話による挨拶
や簡単な会話ができる社会を目指し、手話の普及を図ります。
⑴�市ホームページやリーフレット等を活用し、手話に関する知識や情報を発信し、手話に対する理解を深め、
普及啓発を図ります。
⑵�市民や職員を対象に、ろう者への理解を深めるとともに、手話に親しみ、学ぶ機会を通じ、手話の普及に努
めます。
⑶市内の子どもたちを対象に、手話を楽しく学べる環境を整備し、手話への関心を高める機会を提供します。
２　手話を使用しやすい環境の整備および手話による情報の発信に関すること
　市が発信している行政情報等において、手話での情報発信に努めることで、ろう者の社会参加の促進につな
げ、手話を使用しやすい環境の整備を推進します。
� （１５ページへ）

　平成３０年６月定例会において議員提案で可決した川越市手話言語条例を受け、同年９月、市が川越市
手話言語条例施策推進方針を策定しました。内容は以下のとおりです。
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　障害者に対する交通運賃割引は、身体障害者につい
ては昭和２５年から、身体内部障害者は平成２年か
ら、知的障害者は平成３年から実施されている。これ
らの運賃割引を実施している交通機関等事業者は現
在、ＪＲ、民間鉄道、航空、旅客船、バス、タクシー
のほか高速道路にも及んでいる。
　しかし精神障害者については、平成９年から平成１０
年当時、精神障害者家族の全国団体がＪＲ運賃割引を
求めて大規模な署名活動を実施したが、割引は実施さ
れず、以後一部のバス、民間鉄道事業者が割引を行う
ようになったものの、精神障害者が除外されている状
態は変わっていない。
　精神障害者家族会の全国組織である全国精神保健福
祉連合会が実施したアンケート調査結果（回答者約４
８００人）によると、精神障害者の１カ月の平均収入
は約６万円、そして無年金者は約２０％に上る。さら
に交通費の負担が大変なため「作業所に行くのをやめ
た」「どこにも出かけないようにしている」「外出は
自転車で行ける範囲」という深刻な状態にある方が多
数いることが明らかになっている。
　近年、障害者関係の法制は、集中的に整備されてい

る。とりわけ平成２６年に政府が批准した国際法、障
害者権利条約は、その第２０条で「障害者自身が、自
ら選択する方法で、自ら選択する時に、かつ、負担し
やすい費用で移動することを容易にすること」と明記
し、第４条で「障害者に対する差別となる既存の法
律、規則、慣習及び慣行を修正し、又は廃止するため
の全ての適当な措置（立法を含む。）をとること」
「この条約と両立しないいかなる行為又は慣行も差し
控えること」とうたっている。
　この規定によれば、交通機関事業者が運賃の障害者
割引制度から精神障害者だけを除外することは、明ら
かに条約に反する行為であり、このような状態に対す
る是正指導は、政府、行政の責任でもある。
　よって、精神障害者に、身体障害者および知的障害
者と同等に交通運賃割引が適用されるよう、是正指
導・勧告等の措置を行うことを強く要望する。
　右、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提
出する。
　　　平成３０年９月２８日
� 川越市議会　　　

今定例会中、２件の請願が提出され、審議しました。審議の結果は次のとおりです。

「精神障害者の交通運賃割引に関する意見書」を衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣
官房長官、国土交通大臣、経済産業大臣および厚生労働大臣宛てに送付しました。
内容は、以下のとおりです。

⑴市主催のイベント等の実施に際し、登録手話通訳者を派遣できるよう努め、ろう者の社会参加を促進します。
⑵市ホームページにおいて、ろう者が必要とする行政情報の提供に関し、手話動画の活用に努めます。
⑶ＩＣＴ（情報通信技術）活用等、多様な手話サービスについて、方策を検討します。
３　手話による意思疎通支援に関すること
　ろう者が日常生活や社会生活を送る上で、重要な役割を担う手話通訳者について、
その養成や確保に努め、手話通訳者派遣制度を充実していきます。
⑴市専任手話通訳者を引き続き配置するとともに、登録手話通訳者を養成するため、
　手話講習会を開催します。
⑵�登録手話通訳者の技術の向上を図るため、研修を実施するとともに、健康に留意
　するため、健診を受ける機会を提供します。
⑶�民間事業所への派遣等を含め、より良い手話通訳者の派遣制度の在り方を検討します。
４　推進方針の見直し　施策の推進方針については、必要に応じて見直します。

議 会 情 報

精神障害者の交通運賃割引を求める請願書
―採　択―

提出者　川越市天沼新田２６０番地１４
　　　　川越市精神障害者家族会
　　　　川越市やまぶき会
　　　　会長　吉澤　眞佐子

老朽化した（通称）東海第２原発の運転期間
延長させないことを国に求める請願書

―不採択―
提出者　川越市仙波町２丁目２１番地１号
　　　　デューファス川越５０４号
　　　　内田　秀人　ほか２０１名

請　　願

請願第２号 請願第３号
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夏
は
記
録
的
な
酷

暑
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
各

地
で
豪
雨
水
害
、
台
風
第
21

号
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
あ
り
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
は
29
日
間

の
会
期
で
31
件
の
議
案
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

補
正
予
算
で
は
、
江
川
流
域

都
市
下
水
路
関
係
予
算
を
可

決
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
の
な
い
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
３
件
の
市
政
報
告
で
は
、

多
数
の
議
員
が
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
詳
細
は
、
会
議
録

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
全
議
員
市
政
発
展

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
小
林
　
薫
）

　８月３１日、今定例会の開会日に議場コンサー
トを開催しました。
　今回は、東京２０２０参画プログラムの認証を
受け、星野高等学校箏

そう
曲
きょく
部
ぶ
による「四季の歌」、「箏

こと

と十七絃による三重奏曲」の２曲が演奏されました。

発
行　
川
越
市
議
会

編
集　

�

川
越
市
議
会
広
報
紙

編
集
委
員
会

電
話　
０
４
９
︱
２
２
４
︱
６
０
６
７

編
集
後
記

議 場 コ ン サ ー ト

　平成３０年９月１４日、川越市議会に対し、川越
市職員からハラスメントに係る申入書が提出されま
した。
　議会は、申入書に関して、速やかな事実関係の把
握ならびに今後のハラスメントの防止および職場環
境の改善を図るにあたり、意見を聴くため、「市議
会議員によるハラスメントの事実調査および職場環
境改善に係る第三者委員会」を設置しました。第三
者委員会は、(1)申入書に係る事実関係に関するこ
と、(2)ハラスメントの防止および職場環境の改善策
に関することについて、調査等を行い、その結果等
について、助言および提言を行うものです。第三者
委員会は、弁護士、学識経験を有する者のうちから
３人の者を委員とします。
　委員の任期は、依頼した日から平成３０年１１月
２９日までとしています。

今定例会の傍聴人数

次回もお待ちしております

平成30年川越市議会第4回定例会
合計67名の方が傍聴されました。

開　会　日……… 15 名
提案理由説明………   1 名
議案質疑① ………   3 名
議案質疑② ………   2 名
一般質問① ………   8 名
一般質問② ………   1 名

一般質問③ ………   6 名
一般質問④ ……… 10 名
一般質問⑤ ………   5 名
一般質問⑥ ………   1 名
最　終　日 ……… 15 名

市議会議員によるハラスメントの事実調査
および職場環境改善に係る第三者委員会を設置

平成３０年７月豪雨・北海道地震で被害
に遭われた方々へ哀悼の意をささげます

　平成３０年７月豪雨ならびに北海道地震により
お亡くなりになられた方々へ哀悼の意をささげる
とともに、被害に遭われた方々へ心よりお見舞い
申し上げます。
　川越市議会では、８月７日に平成３０年７月豪
雨義援金として、１０月１０日に北海道地震義援
金としてそれぞれ４０万円を、日本赤十字社埼玉
支部へ届けました。
　皆さまの安全と被災地の一日も早い復興を心よ
りお祈り申し上げます。

　
新
井
喜
一
委
員
よ
り
委
員

の
辞
任
願
が
提
出
さ
れ
、
10

月
２
日
、
議
長
が
こ
れ
を
許

可
し
、
新
た
に
小
高
浩
行
議

員
を
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

川
越
地
区
消
防
組
合
の
あ
り
方	

に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
新
井
喜
一
委
員
長
よ
り
委

員
の
辞
任
願
が
提
出
さ
れ
、

10
月
２
日
、
議
長
が
こ
れ
を

許
可
し
、
新
た
に
中
原
秀
文

議
員
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。 議

会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
が
欠
員
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
10
月
９
日
、
委
員

長
の
互
選
を
行
っ
た
結
果
、

三
上
喜
久
蔵
委
員
が
委
員
長

に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
紙
編
集
委
員
会

　
10
月
２
日
、
新
井
喜
一
委

員
か
ら
小
高
浩
行
議
員
に
委

員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

議

員

辞

職

　
新
井
喜
一
議
員
よ
り
議
員

の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
10

月
12
日
、
議
長
が
こ
れ
を
許

可
し
ま
し
た
。


